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10月30日（土）、31日（日）の2日間、つくばカピ
オ（茨城県つくば市）で、「つくば科学フェスティバ
ル2010」が開催されました。
このイベントは、青少年が楽しみながら科学の楽し

さ、大切さを学ぶ科学イベントとして、つくば市など
が毎年開催しているものです。2010年は市内の約50
の研究機関や学校・団体が、科学実験や体験・展示
など、さまざまな企画を実施しました。
農業環境技術研究所は2日間にわたってブースを運

営し、「温暖化でお米はどうなる？」というテーマで、
夏の暑さで不稔粒を生じた稲の穂、高温障害によって
白濁したお米、水田での大規模な実験（FACE実験）
の模型、気温を正確に測れる手作り強制通風筒などを
展示・解説したほか、恒例となったクイズを行い、た
くさんの方に参加いただきました。 （広報情報室長　廉沢 敏弘）
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日本鳥学会黒田賞：
天野達也研究員

天野達也研究員（生物多様性研究領域）は、第1回
（2010年度）日本鳥学会黒田賞を受賞しました。この
賞は、鳥類学で優れた業績を挙げ、これからの日本の
鳥類学を担う同学会の若手会員に授与するもので、本
年度が第1回となります。9月18日から東邦大学習志
野キャンパスで開催された日本鳥学会2010年度大会
において、受賞記念講演が行われました。
天野研究員は、これまで多くの研究を手がけ、25

編の論文を国際誌に発表しています。時間空間的異質
性の高い農地生態系に生息する鳥類の場所選択や移
動に関する意志決定パターンの解明と行動予測モデ
ル、および、日本の農地生態系の変遷に伴う鳥類群集
の変化の要因の解明の研究が評価されました。

平成22年度（第3回）農環研若手研究者奨励賞：
村上政治主任研究員、水口亜紀特別研究員

村上政治主任研究員（土壌環境研究領域）は、「カ
ドミウム高吸収イネ品種を用いたカドミウム汚染水田の
浄化技術の開発に関する研究」により、水口亜紀特別
研究員（生物多様性研究領域）は「遺伝子組換え植物
の生物多様性影響に関する研究」により受賞しました。
この表彰は、農業環境技術研究所に勤務する40歳

以下の研究者（研究職職員および農環研特別研究員）
の中から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するも
のです。

（広報情報室長　廉沢 敏弘）

つくば科学フェスティバル2010

受賞報告

FACE実験模型を使って解説

2011年1月7日、所内での表彰式後に受賞者を囲んで
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